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伊藤です

【お問い合わせ】　農林振興課 林務水産係（内線506） 　担当：鶴野、米永　☎476-1111（平日８：30～17：15まで）

　地域おこし協力隊の伊藤です。涼しくなる10月からの竹林整備の炭焼きを見据え、宮園公民
館で、竹炭づくり安全講習会を開催しました。

竹炭づくり安全講習会を開催
　９月10日（木）、宮園公民館で竹炭づくり安全講習会が開催され、40名近くの方々が参加しました。
講師は、温室効果ガス削減推進市民ネットワーク代表の深澤義則さん。長野県にいらっしゃる深
澤さんとオンラインでつなぎ、無煙炭化器の安全な使い方や、竹炭の活用方法について学びまし
た。竹炭を農業などに活用する事例も紹介され、竹林整備で生まれる竹を資源として生かすこと
が、地球温暖化対策にもつながることを学ぶ機会となりました。

　講習会では、参加者40名中20名からアンケートを回収しました。その結果、興味深いことに
温室効果ガスの削減や竹炭による炭素の固定、炭化器の大型化・増設、活動エリアの拡大、他団
体との連携、竹資源の多角的な活用など、今後の活動についてさまざまな意見が寄せられました。
　回答はおよそ半々で、宮園での活動を大切に継続していきたいという思いがある一方、活動エ
リアの拡大や新たな竹炭の活用方法など、さらなる展開への意欲もうかがえました。特に日頃か
ら竹林整備に協力してくれているひふみよベースファームの若者たちの回答に意欲的な点が見ら
れたように思います。
　今ある活動を大切に育てることも、新しい可能性に挑戦することも、どちらも地域の竹林を未
来につなぐ大切な力です。今回は簡易なアンケートでしたが、これを深めるヒアリングなどもし
ていくと良いかもしれないと思いました。
　今回の講習会が、竹資源の活用や地域のつながりをさらに広げるきっかけとなればと期待して
います。

竹林整備で竹炭を作る「無煙炭化器」は大崎町役場で無料
貸し出しをおこなっています。利用希望の方はご連絡くだ
さい。誰でも簡単に竹炭がつくれます。広がり続けて困る
竹を有効活用してみませんか？�
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